
一般選抜試験　前期 (A日程)

数　学

( 問題：全 6ページ )

( 解答番号： 1 ∼ 7 3 )

数学の問題には，必答問題と学科別問題があります。

第 1問は記述解答問題です。記述問題解答用紙に解答してください。

記述問題解答用紙には受験番号，氏名を必ず記入してください。

必答問題 第 1問および第 2問は必ず解答してください。

( 第 1問 記述問題解答用紙に解答 )

( 第 2問 解答番号： 1 ∼ 1 5 )

学科別問題

機械システム工学科，電子ロボット工学科，および情報メディア学科を志願して

学内併願を希望の志願者

第 3問と第 4問を解答してください。

( 第 3問 解答番号： 1 6 ∼ 2 9 )

( 第 4問 解答番号： 3 0 ∼ 4 2 )

情報メディア学科の専願志願者

第 5問と第 6問を解答してください。

( 第 5問 解答番号： 4 3 ∼ 5 7 )

( 第 6問 解答番号： 5 8 ∼ 7 3 )



第1問 (必答問題)

以下の記述解答問題を，記述問題解答用紙に解答せよ。

半径
√
21の円に内接する四角形ABCDにおいて，Aが鈍角であり，4つの辺のうち，

AB = CD = 6，DA = 3であるとき，残りの辺BCの長さを求めよ。
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第2問 (必答問題)

以下の式中または文中の 1 ∼ 1 5 に入る正しい数字 ( 0 ∼ 9 )を，マークシート上

の該当する番号 1 ∼ 15 の解答欄にマークして答えよ。

[ 1 ]
1√
5− 2

の小数部分を aとするとき，a− 1

a
= − 1 となる。

これを用いると，a2 +
1

a2
= 2 3 ，a3 − 1

a3
= − 4 5 となる。

[ 2 ]
1

2
≦ x ≦ 4のとき，関数 y =

(
log2

x

2

)
· (log2 8x)の最大値と最小値を求めよう。

t = log2 xとおくと，tの値の範囲は，− 6 ≦ t ≦ 7 となる。

また，y =
(
t+ 8

)2

− 9 となるから，yは

t = 1 0 すなわち，x = 1 1 のとき，最大値 1 2 をとり，

t = − 1 3 すなわち，x =
1

1 4
のとき，最小値− 1 5 をとる。
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第3問 (学科別問題) (機械システム工学科／電子ロボット工学科／情報メディア学科

を志願して学内併願希望の志願者は，この問題を選択して解答せよ。)

以下の式中または文中の 1 6 ∼ 2 9 に入る正しい数字 ( 0 ∼ 9 )を，マークシート上

の該当する番号 16 ∼ 29 の解答欄にマークして答えよ。ただし，分数形で解答する場合は，既

約分数（それ以上約分できない分数）の形で答えよ。

1辺の長さが 1の正四面体OABCにおいて，
−→
OA = a⃗，

−→
OB = b⃗，

−→
OC = c⃗とする。

正四面体に内接する球の中心をPとするとき，
−→
OPを a⃗，b⃗，c⃗を用いて表そう。

正四面体OABCに内接している球が，各面 (正三角形)の重心で接していることと，特に△ABCの

重心をGとしたとき，点Pが線分OG上にあることに注意すると，ある実数 kを用いて

−→
OP = k

−→
OG

と表される。さらに，点Gは，△ABCの重心であるから，
−→
OG =

1

1 6

(
a⃗+ b⃗+ c⃗

)
となる。したがって，

−→
OP =

k

1 6

(
a⃗+ b⃗+ c⃗

)
· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

一方，△OABの重心をHとすると，
−→
HPと△OABは垂直だから，特に

−→
HP · a⃗ = 1 7 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 2⃝

となる。これを満たすように，kの値を定めよう。

1⃝より，
−→
HPは a⃗，b⃗，c⃗と kを用いて，

−→
HP =

k − 1 8

1 9
a⃗+

k − 2 0

1 9
b⃗+

k

1 9
c⃗

と表される。これを 2⃝の左辺に代入して，

a⃗ · a⃗ = 2 1 ，b⃗ · a⃗ =
2 2

2 3
，c⃗ · a⃗ =

2 4

2 5
を用いると，k =

2 6

2 7
となる。

よって， 1⃝より，
−→
OP =

2 8

2 9

(
a⃗+ b⃗+ c⃗

)
が得られる。
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第4問 (学科別問題) (機械システム工学科／電子ロボット工学科／情報メディア学科

を志願して学内併願希望の志願者は，この問題を選択して解答せよ。)

以下の式中または文中の 3 0 ∼ 4 2 に入る正しい数字 ( 0 ∼ 9 )を，マークシート上

の該当する番号 30 ∼ 42 の解答欄にマークして答えよ。

座標平面上に曲線C : y =
1

x
と点P

(
1

4
, 3

)
がある。

まず，点Pから曲線Cに引いた接線の方程式を求めよう。

曲線C上の接点をA

(
a,

1

a

)
とすると，点Aにおける接線の方程式は，

y = −
3 0

a2
x+

3 1

a
· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝

と表される。これが点Pを通るから，aに関する 2次方程式が得られる。これを解いて， 1⃝の

右辺に代入すると，接線の方程式は，

y = − 3 2 3 3 x+ 3 4 3 5 , y = − 3 6 x+ 3 7

となる。

次に，これらの接線と曲線Cとで囲まれた図形の面積Sを求めよう。

定積分を用いて計算すると，

S =

∫ 1

3 8

1

3 9

{
1

x
−

(
− 3 2 3 3 x+ 3 4 3 5

)}
dx

+

∫ 1

4 0

1

3 8

{
1

x
−
(
− 3 6 x+ 3 7

)}
dx

= log 4 1 − 4 2

となる。
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第5問 (学科別問題) (情報メディア学科専願の志願者は，この問題を選択して解答

せよ。)

以下の式中または文中の 4 3 ∼ 5 7 に入る正しい数字 ( 0 ∼ 9 )を，マークシート上

の該当する番号 43 ∼ 57 の解答欄にマークして答えよ。

500円硬貨，100円硬貨，50円硬貨の 3種類の硬貨がある。

(1) 3種類の硬貨を使って，1000円支払う方法は何通りあるか考えよう。ただし，硬貨は何

枚使ってもよいし，また，使わない硬貨があってもよいものとする。

500円硬貨，100円硬貨，50円硬貨の枚数をそれぞれx，y，zとすると，これらは 0以

上の整数で

4 3 4 4 x+ 4 5 y + z = 4 6 4 7 · · · · · · · · · · · · 1⃝

を満たす。このとき， 4 3 4 4 x ≦ 4 6 4 7 であるから， 1⃝を満たす整

数xの最大値は， 4 8 である。

したがって，0 ≦ x ≦ 4 8 の範囲の整数xの値をそれぞれ 1⃝に代入して，整数 y，

zの組を求めると，3種類の硬貨を使って，1000円支払う方法は，全部で 4 9 5 0 通

りある。

(2) 3種類の硬貨をそれぞれ 1枚以上使って，1000円支払う方法は何通りあるか考えよう。た

だし，硬貨は 1枚以上であれば何枚使ってもよいものとする。

あらかじめ，3種類の硬貨をそれぞれ 1枚ずつ使って，1000円からこれらを差し引いた

残りの額について，支払う方法を考える。このときの 500円硬貨，100円硬貨，50円硬貨

の枚数をそれぞれx，y，zとすると，x，y，zは 0以上の整数で

4 3 4 4 x+ 4 5 y + z = 5 1

を満たす。

したがって，前問 (1)と同じように考えると，3種類の硬貨をそれぞれ 1枚以上使って，

1000円支払う方法は，全部で 5 2 通りある。

(3) 3種類の硬貨の使える枚数をそれぞれ 3枚までとすると，支払える金額は何通りあるか考

えよう。ただし，支払うときは 1枚以上の硬貨を使うものとする。

100円硬貨3枚と 50円硬貨3枚を使ってできる金額は，0円も含めて， 5 3 5 4 通

りある。

また，500円硬貨 3枚を使ってできる金額は，0円も含めて， 5 5 通りある。

よって，支払える金額は，0円の場合を除いて，全部で 5 6 5 7 通りある。
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第6問 (学科別問題) (情報メディア学科専願の志願者は，この問題を選択して解答

せよ。)

以下の式中または文中の 5 8 ∼ 7 3 に入る正しい数字 ( 0 ∼ 9 )を，マークシート上

の該当する番号 58 ∼ 73 の解答欄にマークして答えよ。

座標平面上に曲線C : y = x3 − 2xと曲線C上の点P(2, 4)があり，曲線C上の点Pにお

ける接線を lとする。

(1) 接線 lの方程式は，y = 5 8 5 9 x− 6 0 6 1 である。

(2) 接線 lと平行な直線の方程式を y = 5 8 5 9 x+ kとするとき，この直線と曲

線Cとの共有点の個数は，

k < − 6 2 6 3 , 6 4 6 5 < k のとき， 6 6 個

k = − 6 2 6 3 , 6 4 6 5 のとき， 6 7 個

− 6 2 6 3 < k < 6 4 6 5 のとき， 6 8 個

となる。

(3) 曲線Cと接線 lとで囲まれた図形の面積Sを定積分を用いて計算すると，

S =

∫
6 9

− 7 0

{
x3 − 2x−

(
5 8 5 9 x− 6 0 6 1

)}
dx

= 7 1 7 2 7 3

となる。
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